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論 文 内 容 要 旨
マサバは日本周辺水域における多獲性浮魚類の一つであり,太 平洋側(太 平洋系群)の 漁獲量は
1961年 以降,は ね釣,ま き網漁業によって著 しく増加 し,1971年 には約80万 トンに達 した。こ
のような漁獲量の増加は主として太平洋系群の索餌群の漁獲によるもので,こ の索餌群の主要な回
遊域である東北海区では來遊資源の数量評価を早急に進める必要性 と共に,各 地域における的確な
漁況予測が求められていた。一方,日 本海南西海域か ら東 シナ海(対 馬暖流系群 ・東 シナ海系群)
においても,マ サバは重要な浮魚資源の一つであり,し かもこの海域が日本のみでな く,韓 国,中
国 も利用 している国際漁場であるので,資 源の評価,管 理 と漁況予測の確立が急がれていた。
マサバの研究において,若 年期マサバ(幼 魚,未 成魚期:尾 叉長5～30(π)の 生活 史を解明し,
それらの資源水準の評価ができれば,マ サバ全体の資源評価 と漁況予測の重要な根拠 となると考え
られる。本研究は太平洋系群 と九州西部群(対 馬暖流系群のうち,も っとも数量の大 きい集団)を
対象にして行われ,本 研究によって両群の年齢,生 長等の生物特性と分布,回 遊,生 活年周期等の
生活様式の特徴が明確にされ,両 群の相違についての知見が得られた。太平洋系群にっいては0～
∬年魚の資源評価を行い,資 源水準 と生長との関係を明確 にし,さ らに同一年発生群 にっいて,0
年魚の資源水準か ら皿年魚の資源水準を予測する手法を検討 した。
第1章 資 料 と 方 法




生物統計資料 として,体 長,体 重,胃 内容物等の精密測定資料 と年齢,生 長解析 のための鱗,耳
石の採集標本がある。太平洋系群では沿岸重要資源委託調査,青 森県八戸魚市場調査,海 上調査(調
査船)に よる資料が主体で,九 州西部群では沿岸重要資源委託調査,200海 里内漁業資源調査,福
岡県博多港,山 口県下関港等の魚市場調査による資料が主体である。
第2章 若 年 期 マサ バ の 生 物 特 性
1.体 長組成の季節変化(発 生群の検討)
太平洋系群(東 北海区)で は6～12月 に,体 長8～30(㎜ の幼魚,未 成魚が出現する。,そのうち
の20㎝ 未 満の群(0年 魚)を みると・局部的には体長モードが季節的につなが らない幾つかの群
が出現し,そ のままでは季節的な生長推移を正確に追跡できない場合がある。これらの群を東北海
区全体として,同 一時期で似かよった体長組成を示す標本を加え合せ,求 め得た各体長群を同 じモ




1963～'76年 の各年の発生群を検討すると,1968年 には4群 が出現 したが,そ の他の年 には3
群が出現 し,群 毎の季節推移を容易に追跡できた。各発生群のうち,も っとも数量が多いと思われ


































群の出現がみられる。1967～'79年 の10年 間の発生主群をみると,第 皿発生群が7回,第 皿発生
群が2回,第1発 生群が1回 であった。
第 ∬発生群は太平洋系群,九 州西部群 ともに発生主群である年が多 く,マ サバ資源をささえる重
要な発生群と考えられる。
2.年 齢 と生長
鱗法による年齢査定の結果,太 平洋系群では0～W年 魚,九 州西部群では0～V年 魚が出現し,
両者の年齢と生長 との関係は下記のBERTALANFFYの 式で示される。
太平洋系群Lt=446(1-e}0・33(t+0・80))
九 州 西 部 群Lt=399(ユ ーe-0・56(t+0・47))
但 し,t:年 齢
lLt:t年 の 体 長(伽)
0年 魚 の 生 長 につ い て は,前 述 した体 長 モ ー ドの 季 節推 移 を 追跡 す る こ と に よ って 推 定 で き る。
太 平 洋 系 群 の1963～'76年 級 に つ い て発 生 主 群 の生 長傾 向 を み る と,年 に よ る生 長 の差 異 が認 め ら
れ た。 発 生 年 の翌 年3月 の 体 長(最 大25㎝,最 小15㎝)か ら年 に よ る生 長 度 を 「良 」,「 中 間 」,
「不 良 」 に わ け て評 価 す る と,1972,'73.'71,'65,'67年 が 「良 」,1963,'64,'76,'69,'74
年 が 「中 間」,1966,'68,'70,'75年 が 「不 良 」 で あ っ た。
九 州 西 部群 の1967～'79年 につ いて 発 生 主 群 の 生 長 傾 向 を み る と,発 生 年 の翌 年3月 の 体 長 は最
大26c皿(1967年),最 小24㎝(1971年)で あ り,太 平 洋 系 群 と異 な り生 長 速 度 に は ほ とん ど年
に よ る相 違 は み られ な い 。
3.相 対 生 長
相 対 生 長 と して 体 長 一体 重 関 係,肥 満 度,体 長 一頭 長 関係 を検 討 した 。
体 長 一体 重 関 係 に お け る回 帰 係 数 は,太 平 洋 系 群 で は5～8月 期 に 経 年 変 化 が 大 き いが,九 州 西
部 群 で は ほ とん ど経 年 変 化 が 認 め られ な か った。1年 魚 の 肥 満 度 は,太 平 洋 系 群 で は1～4月 に低
く,8～11月 に 高 く,九 州 西部 群 で は2,3月 に低 く,7～9月 に 高 か った。 この こ とは肥 満度 が
越冬 期 に低 く,索 餌期 に 高 い こ とを 示 して い る。
4.餌 生 物(胃 内容 物)
太 平 洋 系 群 の索 餌 期 の餌 生 物 は,全 体 と して 甲 殻 類 と魚 類 が 多 く,0年 魚 は1,且 年 魚 よ り魚 類
が多 か った。 甲殻 類 と して は,沿 岸 域 で は擁 脚 類,ア ミ類,沖 合 域 で は オ キ ア ミ類 と檎 脚 類 が多 か
った 。魚 類 の な か で は と くに カ タ クチ イ ワ シが9～12月 に沿 岸 域 で 多 く捕 食 さ れ,0年 魚 の生 長,
発 育 過 程 に 強 い 影 響 を 与 え る もの と思 わ れ る。
九 州 西 部 群 で は 甲殻 類,珪 藻 類,そ の他 の動 物 が 多 く,甲 殻 類 と して は檎 脚 類,ア ミ類,オ キ ア
ミ類 が 主 体 で あ った。
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5.太 平洋系群と九州西部群との相違




生 活 史 の 概 要 太平洋系群(東 北海区) 対馬暖流系群(九 州西部群)
体 長①範囲(主 体) 5～43㎝(15～38) 5一 一40cm(20^一35)
②経 年 変 化
{欝 ・ii}≡lili≡§
～1966(30～3!c窮 モ ー ド)
{
1969～73(25～26㎝ モ ー ド)
1974～80(30～31(皿 モ ー ド)
発 生 群①群 数 3～4(3)群 3～4(3)群
②主 群 第皿発生群 第皿発生群
生 (19681V,1970∬1,1975皿) (1967 .1,1977皿,1974皿)
物 年 齢①平 均 寿 命 7～8年(最 高11年) 6～7年 皿年魚以上
②年 齢 組 成 0～7年(皿,皿 年 魚 主 体) 0～5{6)年(1,∬ 年 魚 主 体)急
特 減 す る。
性 生長傾向①生 長 速 度 0→ 皿(27～28㎝),V～375㎜ ..0→ 皿(30～31c皿),V～382㎜
の
②生 長 式 Lt=446(1-eO.33(t+0.80)) Lt=399(1-eO.56(t+0.47))
相対生長 ①体長一体重 W=aLb W=aLb
特 生 長 係 数:b(3.19～3.46) 生 長 係 数:b(3.29～3.47)
徴
②肥 満 度 越冬雛 索餌鵬{畿 成離 同 左 未成魚 一高,成 魚一低
③体長一頭長 HL=0.25FL+0.34 HL=0.23FL+6.20
成 熟①成 熟 期 3.～5月,盛 期4.中 ～5.上 4～5月,盛 期4.中 ～5.下
②成 熟 年 齢 満3年(一 部満2年) 満2年(一 部満1年 ～雄に多い)
食 性①沿 岸 域 カタ クチ イワ シ,カ イァ シ類,ア ミ類 その他 の動 物,ア ミ類,魚 類,珪 藻 類
②沖 合 域 オ キア ミ類,カ イア シ類 甲殻類,その他の動物,珪藻類,魚類
生活領域①分 布 域 中部千島近海～関東近海(熊 野灘) 東 シナ海北部～韓国沿岸～日本海
分
布




回 生活年周①成 魚 越冬,産 卵期(伊 豆諸島近海漁場) 越冬,産 卵期(九 州西部漁場)




②未 成 魚 越 冬 期1,且(常 磐 河ト鹿 島 灘 漁 場)






第3章 若 年 期 マ サ バ の 生 活 様 式
1.生 活領域(分 布と回遊)
太平洋系群は東北海区の沿岸,沖 合域を中心に,北 は申部千島近海から南は熊野灘近海まで分布






太平洋系群の生活年周期はそれぞれの年齢(0,1,∬ 年魚)の 越冬期(12～3月),索 餌期(4
～11月)に 対 して,索 餌期1,皿,皿 と越冬期1,∬ の5つ の期を設定することができる。東北海
区の各期における出現と移行の様相は各海域の回遊群の出現時期と体長組成の変化か ら,海 域毎に
明らかにすることができた。
九州西部群は太平洋系群より1年 早 い皿年魚で成熟するので,生 活年周期は索餌期1,皿 と越冬
期1の3期 が設定 される。
3。 越冬群の性状
太平洋系群は越冬期には常磐沖か ら鹿島灘海域に集合 し,3,4月 にもっとも分布密度が高くな
るが,一 部の回遊群は南下せず,八 戸沖を北限として三陸沿岸の各海域で越冬する。
越冬群(常 磐沖～鹿島灘海域)と 三陸沿岸の索餌群との間には数量的な関係がみられ,と くに越
冬期1(0→1年 魚の越冬群)と 索餌期 皿(1年 魚の索餌群)の 漁獲量の間には正の相関関係が認
められた。
九州西部群は五島西沖～東 シナ海北部海域が主な越冬場で,例 年12月 には0,1年 魚が集合を始
め,1-2月 にもっとも分布密度が高 くなる。
4.生 活年周期 と漁場形成との関連
太平洋系群は索餌期1(0年 魚)の ものは6～11月 に三陸沿岸の定 置網で,越 冬期1(0→-1
年魚)の ものは12～4月 に常磐沖～鹿島灘海域で中型 まき網によって,そ れぞれ漁獲されている。
索餌期皿,皿(L、 皿年魚)の ものは6～11月 に三陸沿岸の定置網で,7～10月 に八戸,道 東
沖で大中型,中 型まき網によって漁獲され,漁 獲量はこれ らの期にもっとも多い。越冬期 皿(1→
∬年魚)の ものは12～4月 に常磐沖～鹿島灘海域,房 総近海～伊豆諸 島近海で,中 型まき網,は
ね釣等によって漁獲されている。
九州西部群は索餌期1(0年 魚)の ものは,6～11月 に九州西岸～山陰沿岸で小,中 型まき網に
よって漁獲されている。越冬期1,∬(0→1年 魚,1→ 且年魚)の ものは12～3月 に五島西沖
～東シナ海北部,対 馬沖で大中型まき網によって漁獲され,こ の期のものの漁獲量は年間総漁獲量
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の 約70%を 占 め て い る 。
第4章 若 年 期 マ サ バ の 数 量 変 動
1.資 源水準の評価
太平洋系群0年 魚の資源水準の評価のための要素としては,1)関 東近海における総産卵量,2)
東北海区の沿岸,沖 合域における夏季か ら秋季の分布状況,3)三 陸沿岸定置網の陸揚量,4)0
年魚と1,∬ 年魚との混合状況,5)発 生群の性状,の5つ が脊効である。
これらの5つ の要素に対 して,「 高」,「 並」,「 低」の評価を行い,各 要素の評価を総合する
形での資源:水準の推定を1963～'76年 の各年について試みた。 その結果,0年 魚 の資源状態は全
体的にみると,1966～'70年 が増加期,1971～'73年 が減少期,1974年 以降ふたたび増加期にな
ったものと見 られ,近 年高水準を維持するなかで,増 減を繰 り返 しているものと思われる。
1,皿 年魚の資源評価は年級毎の漁獲量,漁 獲尾数あるいはCPUEの 水準から行 った。そのな
かでも1970年 発生群は0年 魚時代の 「高」水準を持続 し,1,皿 年魚時代でも高水準となり,近
年の卓越年級群となった。
2.資 源水準と生長度との関係
太平洋系群の0年 魚か らH年 魚までの資源水準 と生長度 とρ関係をみると・生長の密度依存性を
示す資源水準 「高」→生長度 「不良」,資 源水準 「並」→生長度:「中間」,資 源水準 「低」→生長
度 「良」 という関係がみられる年級群の出現は,0年 魚については14年 中,10回 と多か った。ま
た,0年 魚時代と∬年魚時代の間の資源水準および生長度の対応をみると,と もに評価が一致する
のが5回,不 一致が1回 で,そ の他は資源水準,生 長度のどちらかが一致する。全体的にみて,0



























































































































































































































































































第2図0年 魚の資源水準 とH年 魚の
資源量指数 との相関関係
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審 査 結 果 の 要 旨
マサバは日本周辺のほぼ全水域に分布 し,多 くの漁業種類によって利用されている重要な多獲
性浮魚類であ り,資 源の評価 とともに各地域における的確な漁況予測が要望されている。
従来のマサバの資源評価や漁祝の予測は産卵場周辺における総産卵:量と親魚量 との関係,い わ
ゆる親子関係に基づいて行われてきたが,そ の方向のみでは正確な予測が困難な場合が多か?た 。






サバが主群を含め3～4の 発生時期の異なる群からなることと,そ れらの群の成長過程,年 令と
生長,肥 満度および食性の季節的あるいは発育に伴 う変化,各 発育段階の魚の分布 ・回遊 と漁場
形成の関係が明らかにされた。その結果,九 州西部群は太平洋系群に比べて1)寿 命が短 く,
2)生 長速度が速 く,3)若 年期の生長の年変化が小さく,4)成 熟年令が低いことが示 されて
いる。
これらの知見を整理 した結果,0年 魚の資源水準の評価 には1)総 産卵量,2)0年 魚の沿
岸,沖 合における分布状況,3)三 陸の定置網による漁獲i量,4)1,2年 魚 との混獲状況,
5)発 生群の性状の5つ の要因が有効であることが示され,そ れぞれの要因の総合評価 としての
資源水準の評価が過去ヱ4年間について行われている。そ して,資 源水準と生長の良否の問には逆
相関の関係があり,0年 魚時の生長の良否との資源水準の高低が漁獲対象の主体 となっている
1,2年 魚時まで継続して影響することを明らかにしている。 このことは0年 魚の資源水準を評
価することにより漁獲対象資源の水準と生長の良否を推定することが可能であることを意味して
おる。
以上の成果はマサバ資源の数量評価 と漁況予測の為の新 しい手法を提起 していると考えられる
のであって,学 位を授与するに充分値するものと判断される。
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